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拓けゆく大地のいぶきを伝える 朔北の大河天
塩川 
 
 天塩川は、その源を北見山地の天塩岳に発
し、士別市及び名寄市で剣淵川、名寄川等の
支川を合流し、山間の平野を流下して音威子
府の狭窄部を経て中川町に至り、さらに天塩
平野に入って問寒別川等の支川を合わせて
天塩町において日本海に注ぐ、流域面積
5,590km2、流路延長256kmの一級河川。  



流域の区域分け 

「上流部」は、源流の発する天塩岳から名寄川合流点までを
指し、豊かな自然環境に恵まれた山間を流れる地域である。 
「中流部」は、名寄川合流点から問寒別川合流点までを指す。
名寄盆地は、オホーツク海沿岸の浜頓別から道央の富良野ま
で続く、“中央盆地区”のほぼ中央に位置し、上流部の和寒町 
から美深町にかけて発達している。 
「下流部」は問寒別川合流点から河口までを指し、広大な畑作
と酪農地帯の天塩平野やサロ 
ベツ湿原が広がる地域である。 
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インプットデータ 

アメダスデーの測定点とデータ 

今回の豪雨では、
全流域で降雨が
あったが、その
時間帯がまと
まったものでは
なかった。従っ
てそれぞれの地
域の降雨が集合
してどうなるか
が問題。 

日本最北の大河・天塩川は、天塩岳に源を発し、北
流して日本海に注ぐ。延長は、２５６ｋｍ。信濃川、利
根川、石狩川に次ぐ、日本第４の河川。稲作の北限
の地域を流れ、まだ自然を残す。 
 



天塩川で起きていること 

天塩川の上流では？ 

中名寄あたりでは？ 

天塩川の山間部では 

吉井川の中・下流では？ 

氾濫は 
なかったか？ 

天塩川温泉辺りでは？ 

氾濫は？ 

天塩川の水源・朝日町から士別
町を流れて来る流域では？ 

西風連ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ辺りでは？ 河口附近は？ 

名寄川では 

問寒別・駒形神社あたりでは？ 

天塩川と名寄川との合流点では？ 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 
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            ダムの機能 
天塩川には幾つかのダムがあるが、洪水対策用のダムとして働いているのは、岩尾
内ダムだけのようである。それだけダムの活躍する場が無かったのかも知れない。 

ダムの仕様 
有効貯水容量 

岩尾内ダムは、天塩川の源流にあり、非常に
大きな容量をもっている。 



ダムの位置 

天塩川上流域 



岩尾内ダムの貯水状況  A Zone 
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名寄川の出口付近  

D Zone の出口辺りでは？ 



増水は殆ど見
られなかった。 

天塩川の上流で合流している大きな支流の一つ名寄川。 
この川が合流する前にどんな状況であったか？ 



天塩川の上流では 

士別から名寄へ？ 
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天塩川と名寄川の合流点 

知恵文辺りでは？ 



この辺り 



天塩川温泉辺り 

止若内橋あたり？ 

美作市湯郷辺り 



この辺り 



天塩川の下流域 

問寒別辺り？ 



この辺り 



天塩大橋辺り 

平野部での天塩川 



この辺りでは、土
手の広さが十分で
あり、また、その
高さも確保されて
おり、氾濫の危険
性はなかった模様。 



 天塩川は、延長距離は長く、流域の大きな支流がいくつも合流して
おり、豪雨がどこに起きるかにより、氾濫の現れ方が変わって来る。 
 注目点を決めて、アメダスのデータを小まめに入力することにより、
氾濫の危険性を知ることができることが分った。 
 天塩川流域は、もともと豪雨の機会が少ない地域でもあり、降雨に
よる氾濫よりも、融雪による氾濫の方が心配であるかも知れない。 
 このプログラムは降雪の事まで考慮してないので、これ以上の言及
はしていない。                                                 
                                        2020.07.31 
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